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『ビジネスマナー力 自分が変わる・周囲も変わる』  

正誤・補足情報 

 

本書において編集上の誤りがありましたので、お詫びして下記のとおり訂正させていただきます。 

 
対象版刷［第１刷］ 

該当個所 誤（赤字） 正 or 変更後（青字） 

p.33 ３行目 重要なのは、「２.３.５ （5）」の～ 重要なのは、「３.５ （5）」の～ 

ｐ.103 
(10) 飛行機の席次 

本文２～３行目 

（「（8） 列車の席次」の例２、例５、例６

参照）。 

（「（8） 列車の席次」の例２、例５ 

参照）。 

ｐ.111 囲み枠 下１行目 「２.３.６」を参照）。 「３.６」を参照）。 

p.126 下１行目 

誤用例を、巻末の［資料編５］に掲載し

たので参照されたい。 

 

 

誤用例を、［サポートページ］に掲載し

たので参照されたい。 

 

※下方、［別記］参照。 

（2018.05.08） 

  

 

 



［別記］参考資料 間違えやすい助動詞 

■ら抜き言葉■

ここでは本文 「４.2.3 (5)」 で述べた “ら抜き言葉” について、 特によく耳にする、

あるいは目にする、 換言すれば特に誤りやすい代表的な誤用例を紹介する。 
＊１ 

皆さ

んの中には 「えっ、これ本当に誤りなの？」 と思われるものもあるかもしれないが、これ

を機に、 ぜひ正しい使い方をマスターしていただきたい。

誤 正 

開けれる／開けれない 開けられる／開けられない 

受けれる／受けれない 受けられる／受けられない 

起きれる／起きれない 起きられる／起きられない 

覚えれる／覚えれない 覚えられる／覚えられない 

降りれる／降りれない 降りられる／降りられない 

変えれる／変えれない 変えられる／変えられない 

着れる／着れない 着られる／着られない 

超えれる／超えれない 超えられる／超えられない 

来れる／来れない 来られる／来られない 

仕上げれる／仕上げれない 仕上げられる／仕上げられない 

信じれる／信じれない 信じられる／信じられない 

食べれる／食べれない 食べられる／食べられない 

出れる／出れない 出られる／出られない 

投げれる／投げれない 投げられる／投げられない 

逃げれる／逃げれない 逃げられる／逃げられない 

認めれる／認めれない 認められる／認められない 

見れる／見れない 見られる／見られない 

迎えれる／迎えれない 迎えられる／迎えられない 

＊１ ： 言語学的には、 ごく一部の地域で、 方言としての 「ら抜き」 の習慣が昔から

ある。 この場合は誤りとはいえないが、 ビジネスなどにおいては、 やはり国文法 ・ 

共通語に合わせることが好ましいという見解が多いようである。 



【すぐに役立つアドバイス】 

＊上記アドバイスは本文で紹介したが、 あえてここに再掲した。 

■奇妙な送り誤り（送り過ぎなど）■

「３.2.3」 で述べた “ら抜き言葉” における 「られる」 の誤用が高じ、 昨今、 実に奇

妙な “送り誤り” （というより “混乱”） も見受けられるようになっている。 これについては

、 “いかなる場合においても完全な誤り” なので、 特に注意が必要である。 以下、 そ

の代表的なものを紹介する。 

誤 正 

行けれる／行けれない 行ける／行けない 

受けれれる／受けれれない 受けられる／受けられない 

打てれる／打てれない 打てる／打てない 

押せれる／押せれない 押せる／押せない 

買えれる／買えれない 買える／買えない 

書けれる／書けれない 書ける／書けない 

聞けれる／聞けれない 聞ける／聞けない 

着れれる／着れれない 着られる／着られない 

立てれる／立てれない 立てる／立てない 

食べれれる／食べれれない 食べられる／食べられない 

使えれる／使えれない 使える／使えない 

出来れる／出来れない 出来る／出来ない 

出れれる／出れれない 出られる／出られない 

取れれる／取れれない 取れる／取れない 

飲めれる／飲めれない 飲める／飲めない 

張れれる／張れれない 張れる／張れない 

見れれる／見れれない 見られる／見られない 

持てれる／持てれない 持てる／持てない 

（～して） くれれたら （～して） くれたら 

なお、 これらについて判断に迷ったときも、 表の最下行のような例以外は、 とっさに 

「～することができる」 「～することができない」 と書き換えて （言い換えて）しまえば事な

きを得る。

「れる」 と 「られる」 を正しく使い分けるためには数多くの用例を覚え 

るか、 国文法そのものを十分理解することが前提となるが、 実際にはな

かなか難しい問題である。 そこで、 困ったとき、 すぐに役立つ “とって

おきの言い換え法” を紹介しよう。 

それは、 「ら」 が必要か不必要か判断に迷ったとき、 その言葉を 「～ 

することができる」 と書き換えてしまう （会話の場合は、 とっさに言い換

えてしまう） 方法である。 「～することができない」 の場合も同じ要領で

ある。 これで事なきを得るので、こまったときは実践しよう。

（例） 見れる？ 見られる？ →見ることができる 

見れない？ 見られない？ → 見ることができない 




